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急性萎ちょう症対策としてのトウガン台利用について

2．トウガン台スイカの栽植数及びつる数について
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1　ま　え　が　さ

山形県に広く普及しているトンネル雷閉多づる丸執よ．

108当たり栽植数250株，つる数3．知0～4，00小本，着果数

は1，500果とし，収量8t以上の実績をあげている。

一方，トウガン台の特性として，集が小さい，低温伸長

性が劣る．筆勢が弱いことなどから，ユウガオ台と同様な

栽培方法では，同等の収量をあげることは難しいと考えら

れる。

そこで．栽栢数を増し，ユウガオ台並の収量をあげるた

め，トウガン台の裁縫敷，つろ数，着果数について検討し

′こ。

2　試　験　方　法

試験区は表1に示す8区とし．台木（品種，ベスト）播

種3月16日，棟木（品種．三善）播種3月23日，接木4月

1日，定植4月2各日。施肥量（吻ハ08）N－15．0．P205

－11．6，E20－13．8とし，トンネル密閉多づろ栽培とした。

表1試験区　　　　　　　（108当たり）

区
栽 植 数 つ　 る　数 着 果　目　練
㈱ （本l 煉）

1

2

3

4

5

6

7

8

300

3，500
1．500

1，000

4，200
1，500

1．000

400

3，500
1．500

1，000

4，200
1．500

1．000

3；試　験　結　果

111生育

6月19日（トンネル除去時）のつる長は一定の傾向がな

かったが．8月18日（収穫終了後）では．つる長が1～4

区の栽植数の少ない300株区が長く．葉数も多かった。面

積当たり葉数は．400株区の方が300株区より多い結果と

なった（表2）。

蓑2　生　育

調査日

区 項 目

6 月19日 8　月 18　日

つ る長／本 つる長／ 株 棄数／株 乗数／8
㈹ 血l 倣） 榔

1 150 54．2 60 3 18．090

2 150 58．7 67 1 20，130

3 159 62．1 66 0 19，800

4 150 62．4 69 0 20，700

5 16 0 45．8 56 1 22．440

6 151 49．7 594 23，760

7 151 47．0 57 1 22．840

8 146 5 1．2 59 1 23．640

（2）階級別収穫割合

L級（6毎）以上の大玉率は，着果数の影響を強くうけ，

着果数の多い1，500栗で低下した。しかし，栽積数，つる

数との関係は判然としなかった（図1）。

（3）変形果

変形乗の発生は．7区が最も少ない発生であり．着果数

の多い区でやや少ない傾向であるが，明らかではなかった

（図2）。

（4）収量

収量もまた．看異数の影響が強く．着果数の多い1，幻0果

区が高かった。栽植数では，株数の多い400株が収量が高

い傾向にあった。

上果収量の最も高いのは，7区の栽植教400株，つる数

4．200本，着果1．500果で7．55tであった（表3）。

（5）品質

品質的には，糖度や肉質などに大差がなく．糖度は各区

とも高く12％以上であった。→果重平均は，着果数1．000
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図1　2因子による大玉率
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図2　変形果率

表3　収　量

6　　　7　　　8

（10株当たり2区平均）

項

目

区

全　 収　 蛍 上 果 収 量
10 8 当 た り
上 乗 収 量

個 数 重 虫
（物事

個 数 重 量
糊

個 数
重 量

（tI

1 3 9 2 3 4．8 3 6．5 22 2．9 1，0 9 5 6．6 9

2 3 2．5 19 9．3 2 9 17 8．7 8 70 5．3 6

3 3 7 2 12．2 3 2 18 5．1 9 6 0 5．5 5

4 3 4．5 2 16．5 29 17 2．9 8 7 0 5．1 9

5 3 2．5 18 9．3 29 17 7．5 1．16 0 7．1 0

6 2 3 13 9．4 20．5 13 0．9 8 2 0 5．2 4

7 3 3．5 19 6．9 3 1．5 18 8．8 1，2 6 0 7．5 5

8 2 4 15 4．7 22．5 14 3，7 9 0 0 5．7 5

果区で重くなる傾向にあり．なかでも，つる数が多い4，200

本区で差が大きくなった（表4）。

（10果平均）

言
糖 度

黄　 体 空 洞
果 皮 の

厚 さ
一 果 重 平 均

（別 叫 晦 ）

1 12 ．5 0 ．5 0 ．3 1 ．3 6 ．0

2 1 2 ．7 0 ．4 0 ．4 1．3 6 ．1

3 1 2 ．7 0 ．6 0 ．5 1．4 5 ．7

4 1 2 ．5 0 ．3 0 ．4 1．2 6 ．3

5 1 2 ．4 0 ，3 0 ．3 1．3 6 ．0

6 1 2 ．6 0 ．4 0 ，7 1．4 6 ．1

7 1 2 ．6 0 ．5 0 ．3 1．4 5 ．7

8 1 2 ．5 0 ．5 0 ．3 1．3 6 ．5

注・責体・空洞；発現の強い噸に指数3．2，1とし．
発現のないものを0とした。

シャリ；良好な噸に3，2．1とした。

4　ま　　と　　め

トウガン台スイカは．108当たり着果数を増加すると，

栽植数，つる数にかかわらず増収するが，一果重平均が低

下すること，また，1，別0果区で落果がみられたことからト

ウガン台スイカは1．500栗の着果は，難しいものと考え

られろ。また，大玉率の向上と収量増には1．200果程度が適

当と推察される。

トウガン台スイカの栽培方法としては，ユウガオ台スイ

カと同等の収蛍をあげることは難しいと考えられるが，10

8当たり栽倍数は400株．つる数4，200本，着果数1．200果

が好適とみられ，収量は約7．5t見込まれる。


